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全
国
の
優
秀
な
和
牛
を
一
堂

に
集
め
、
改
良
の
成
果
を

競
う
『
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
』。

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
『
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
と
称
さ
れ
る
こ

の
大
会
に
、
今
年
10
月
、
横
手
市

か
ら
初
め
て
橋
本
健
司
さ
ん
が
育

て
た
和
牛
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
牛
の
世
話

を
手
伝
っ
て
い
た
た
め
か
、
い
ず

れ
は
実
家
の
仕
事
を
継
ぐ
だ
ろ
う

な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
夢
の
舞

台
で
あ
る
こ
の
大
会
に
秋
田
県
代

表
と
し
て
出
場
で
き
、
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
語
る

橋
本
さ
ん
。
今
年
か
ら
新
た
に
審

査
基
準
と
な
っ
た
『
脂
肪
の
質
評

価
』
が
伸
び
ず
、
惜
し
く
も
入
賞

は
逃
し
ま
し
た
が
、サ
シ（
霜
降
り
）

は
『
Ａ
５
ラ
ン
ク
12
点
』
と
い
う

最
高
級
肉
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
「
肉
質
を
決
め
る
大
き
な
要
因

は
血
統
と
餌
で
す
。
今
回
入
賞
で

き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
が
、

飼
育
の
過
程
で
反
省
す
べ
き
点
も

あ
っ
た
た
め
、
次
回
の
北
海
道
大

会
に
向
け
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね

て
い
き
ま
す
」
と
、
す
で
に
そ
の

目
は
５
年
後
の
大
会
に
向
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
牛
は
人
の
気
持
ち
を
察
す
る

繊
細
で
優
し
い
生
き
物
な
の
で
、

常
に
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
ス

ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。
横
手
か
ら
最
高
の
和

牛
を
生
産
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
頼

も
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

横手から
日本一の和牛を畜産農家

橋本 健司さん

Profile　はしもと　けんじ／山内地域
出身。昭和５７年生まれ。高校卒業後、
東京の食肉仲卸業者に勤務。２４歳で帰
郷し、父一志さんの指導の下、実家の
畜産業を継承する。妻と娘２人の４人
家族

▲父の一志さん（左）、兄の紘志さん（右）と一緒
に、和牛１６０頭を飼育しています

▲１０月６日から１０日にかけ鹿児島県で開催され
た『第１２回全国和牛能力共進会』

▲人も牛も健康が何より一番大切。食事が過
不足にならないよう、量を調整して餌を与え
ます

じゅうおうむじん
横手の地で夢を描く人を紹介します。 市民のうごき　ーPopulationー

人口　８４，５７９人（-１３１）
　男　４０，１３６人（-５６）
　女　４４，４４３人（-７５）
世帯　３４，０９３世帯（-２１）

※１０月末現在（先月末比）住民基本台帳を基に算出

診療日　ーLocal health careー

大沢診療所（内科）
　１２・２６日／1３：30〜15：00
三又へき地診療所（内科）
　１３日／1０：30〜1２：０0
上平野沢へき地診療所（内科）
　８・２２日　　吉谷地／1３：00〜15：00

救急外来　ー Emergency room ー

平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４
市立横手病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５００１
市立大森病院　　　　　　　　　　　　　☎２６―２１４１

日曜夜間小児救急外来　ー Pediatric emergency ー

４日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４
１１日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４
１８日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４
２５日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４

施設の休館日　ー Closed ー

横手図書館…………………１・７・１４・２１・２８～３１日
増田図書館……………１・６・１３・２０・２７・２９～３１日
平鹿図書館……………１・６・１３・２０・２７・２９～３１日
雄物川図書館………………１・７・１４・２１・２８～３１日
大森図書館……………１・６・１３・２０・２７・２９～３１日
十文字図書館………………１・７・１４・２１・２８～３１日
山内図書室…３・４・１０・１１・１７・１８・２４・２５・３１日
大雄図書室
　………３・４・１０・１１・１７・１８・２４・２５・２９～３１日
横手市公文書館
　………４・５・１１・１2・１８・１９・２５・２６・２９～３１日
横手市交流センターY２ぷらざ………５～７・３０・３１日
かまくら館………………………………………２９～３１日
横手市増田まんが美術館……………………………２０日
石坂洋次郎文学記念館……５・１２・１９・２６・２９～３１日
後三年合戦金沢資料館……５・１２・１９・２６・２９～３１日
雄物川郷土資料館…………５・１２・１９・２６・２９～３１日
ゆっぷる………………………………………………２１日
ゆとり館…………………………６・１３・２０・２７・３１日
さくら荘……………………………………休館予定なし
ゆとりおん大雄…………………………………１・１５日
横手市児童センター……………５～７・１３・３０・３１日
子どもと老人のふれあいセンター
　…………………………………５・１２・１９・２６・３１日
健康の駅トレーニングセンター
　東部…………………５～７・１４・１８・２１・２８～３１日
　西部…３・４・１０・１１・１７・１８・２４・２５・２９～３１日
　南部…３・４・１０・１１・１７・１８・２４・２５・２９～３１日
南部シルバーエリア………５・１２・１９・２６・２９～３１日
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今月の表紙◆
　１１月７日夜から８日朝
にかけて、保呂羽山波宇
志別神社里宮神殿で行わ
れた国の重要無形民俗文
化財『霜月神楽』の様子
です。１２００年以上の歴史
があるとされるこの行事
は、神に今年の収穫を感
謝し、来る年へ五穀豊穣
を祈る神事として夜を徹
して神楽を奉納します。
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　 令和３年度決算および
令和４年度予算執行状況

毎年６月と１２月に『財政報告書』を公表しています
　横手市財政報告書の作成及び公表に関する条例の規定により、毎年６月と１２月に『財政報告書』を公表
しています。内容は、市のホームページ（ページID　1003230、1003231）にも掲載しています。

【問合せ／財務部財政課　☎３５－２１６７】

令和３年度　横手市の決算より 令和４年度上半期　予算の執行状況

予算額　589 億 5,273 万円　※前年度からの繰越を含む

◎普通会計…個々の地方公共団体で各会計の範囲が異なることから、自治体間の財政比較ができるようにするため、地方財政統計上で共通して
用いられる会計区分で、横手市では一般会計・土地区画整理事業特別会計を合わせたものを普通会計としています。

◎特別会計…特定の歳入歳出を普通会計と区別して処理するための会計です。特別会計の設置は、法令や市の条例により定められています。

会計名 歳入決算額 歳出決算額

普 通 会 計 606億3,536万円 579億6,859万円
特 別 会 計 253億6,001万円 243億4,672万円
合 　 　 計 859億9,537万円 823億1,531万円

●令和３年度決算額（普通会計および特別会計）

市民一人あたり約５万円
※令和４年９月３０日住民基本台帳人口　84,710 人

◎企業会計…市などが行う水道・病院・ガス・電気など地方公営企業法
の適用を受ける公営企業のうち、横手市では病院事業（横手病院と大
森病院）、水道事業、下水道事業の３事業を公営企業会計としています。

●市税収入および負担状況 ●特別会計

●企業会計

●収入および支出の概況（普通会計）

●市民一人あたりに換算すると…
収　入　…………………………　約71万円
市に納めていただいた税金（市税）10万円／国や県から入った
お金（地方交付税、国・県支出金など）46万円／借金（市債）5万
円／その他　10万円

支　出　…………………………　約68万円
児童や高齢者などの福祉に使うお金（民生費）20万円／ごみ、
し尿処理や保健事業などに使うお金（衛生費）5万円／道路や公
園などの建設、修繕に使うお金（土木費）9万円／学校教育や生
涯学習などに使うお金（教育費）6万円／借金の返済に使うお金
（公債費）8万円／その他　20万円

※市民一人あたりの金額＝令和３年度の各総額÷令和３年度末
の市の人口（85,253人）で算出しました。

●市の財政状況（指標）
実質収支比率　…………………………　7.8％

財政運営の健全性を判断する指標で、標準財政規模のおおむね３
～５％が望ましいとされています。

財政力指数　……………………………　0.33
財政力の強弱を判断する指数で、指数が１に近いほど財政力が強
いとされています。

経常収支比率　…………………………　91.3％
市がどれだけ自由にお金を使えるかを判断する指標で、80％を超
えると、市債の返済や人件費など必ず払わなければならない経費
が多いため、財政の自由度が少ないと判断されます。

実質公債費比率　………………………　7.2％
公債費（借金返済）負担の度合いを測る指標です。18％を超えると
地方債協議団体から地方債許可団体に移行し、25％を超えると単
独事業の起債が一部認められなくなり、起債制限団体となります。

収入済額
市民税 14億6,802万円
固定資産税 22億6,178万円
市たばこ税 3億4,161万円
軽自動車税 3億4,939万円
入湯税 1,940万円
都市計画税（滞納分） 0万円

合　計 44億4,020万円

会計名
予算額

収入済額 収入率
支出済額 執行率

国民健康保険特別会計
97億5,000万円

46億1,475万円 47.3％
33億6,515万円 34.5％

後期高齢者医療特別会計
12億1,390万円

3億7,631万円 31.0％
3億5,915万円 29.6％

介護保険特別会計
131億5,234万円

56億1,948万円 42.7％
51億6,363万円 39.3％

市営介護サービス事業
特別会計

13億1,090万円
3億5,542万円 27.1％
5億2,506万円 40.1％

市営温泉施設特別会計
3億4,770万円

1億1,944万円 34.4％
1億5,127万円 43.5％

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計

5,750万円
2,695万円 46.9％
1,491万円 25.9％

財産区特別会計
4,540万円

961万円 21.2％
188万円 4.1％

合　計
258億7,774万円

111億2,196万円 43.0％
95億8,105万円 37.0％

会計名 収入執行額 収入率 支出執行額 執行率

病院事業
収益的 36億6,769万円 44.8％ 34億8,585万円 42.5％
資本的 1億4,110万円 12.7％ 4億9,963万円 31.0％

水道事業
収益的 9億8,453万円 50.1％ 10億1,968万円 52.0％
資本的 2億2,091万円 18.9％ 12億5,227円 57.6％

下水道事業
収益的 10億3,426万円 49.1％ 9億2,783万円 44.6％
資本的 2億661万円 9.0％ 17億826万円 56.4％

令和４年９月３０日現在

収入済額
歳入

253億2,870万円 207億1,804万円
支出済額

収入率 43.0％ 執行率 35.1％

歳出

繰越金
26億6,186万円

市債
0万円財産収入

8,500万円
諸収入
3億9,186万円

県支出金
8億9,101万円
国庫支出金
13億2,717万円

使用料･手数料
2億8,279万円

土木費
15億8,979万円

商工費
15億5,527万円

農林水産業費
18億2,560万円

教育費
13億9,500万円

公債費
33億7,175万円

分担金･負担金
6,250万円

地方交付税
135億4,364万円

市税
44億4,020万円

総務費
25億6,408万円

地方消費税交付金
11億9,216万円

その他(議会費･消防費など)
9億4,658万円

民生費
54億2,512万円

衛生費
19億3,526万円

労働費
1億959万円

その他(交付金など)
4億5,051万円

収入済額
歳入 606億3,536万円

支出済額
歳出 579億6,859万円

市税
83億5,918万円【13.8％】

地方消費税交付金
22億1,182万円【3.6％】

地方交付税
211億5,692万円【34.9％】

分担金･負担金
1億9,766万円【0.3％】

使用料･手数料
5億5,048万円【0.9％】

国庫支出金
101億9,944万円【16.9％】

諸収入
24億5,017万円【4.0％】財産収入

1億4,996万円【0.2％】 繰越金
29億4,003万円【4.8％】

寄附金
4億623万円【0.7％】その他(交付金など)

25億1,274万円【4.1％】

市債
41億4,220万円【6.9％】

県支出金
53億5,853万円【8.9％】

民生費
170億2,983万円【29.3％】

衛生費
43億725万円【7.4％】

農林水産業費
55億4,576万円【9.6％】

労働費
1億3,266万円【0.2％】

商工費
24億3,552万円【4.2％】

土木費
79億9,487万円【13.8％】

消防費
16億7,332万円【2.9％】

教育費
47億3万円【8.1％】

災害復旧費
600万円【0.1％】公債費

65億8,070万円【11.4％】

総務費
72億8,925万円【12.5％】

議会費
2億7,340万円【0.5％】

●収入済額および支出済額（普通会計）

お知らせ
します
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職員手当の状況 特別職の報酬等の状況

部門別職員数の状況

区分 内容 金額

扶養手当（月額）

配偶者・父母等 6,500円

子 10,000円

16歳から22歳までの
子１人につき加算 5,000円

住居手当（月額）
借家・借間（上限額） 27,000円

単身赴任職員の配偶者
の借家・借間（上限額） 13,500円

通勤手当（月額）
交通機関利用の場合
（上限額） 55,000円

自動車等の場合
（通勤距離に応じて） 2,000～34,800円

令和４年４月１日現在■扶養手当、住居手当、通勤手当
区分 給料（報酬）月額 期末手当

給料

市　長 820,000円

６月期　1.550月分
12月期　1.550月分

　計　　　3.1月分

副市長 658,000円

教育長 566,000円

報酬

議　長 456,000円

副議長 411,000円

議　員 384,000円

令和４年４月１日現在

支給総額 41,811,000円

１ 人 当 た り
平均支給年額 440,116円

職員全体に占める
支 給 職 員 の 割 合 9.8％

■管理職手当（令和３年度実績）

※上表は普通会計分を掲載しています。

支給総額 429,653,312円

１ 人 当 た り
平均支給年額 468,032円

■時間外勤務手当（令和３年度実績）

※上表は普通会計分を掲載しています。
※時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

支給総額 19,776,720円

１ 人 当 た り
平均支給年額 54,035円

職員全体に占める
支 給 職 員 の 割 合 37.6％

手当の数
（12種類）

防疫等作業、高所作業、用地交渉等、夜間特
殊業務、夜間看護業務、介護等業務、行旅死
病人取扱、清掃業務等、災害・緊急出動、救
急救命処置業務、潜水作業、火葬業務

■特殊勤務手当（令和３年度実績）

※上表は普通会計分を掲載しています。

令和４年４月１日現在

支給月 期末手当 勤勉手当
６月 1.175月分 0.925月分
12月 1.175月分 0.925月分
計 2.350月分 1.850月分

■期末・勤勉手当の支給割合

※業務上の段階、職務の級等に応じ、加算措置（５～15％）があります。

各年度４月１日現在（単位：人）

区分
職員数

対前年増減数
令和３年度 令和４年度

総務企画部 57　（3） 58　（3） 1　　（0）

財務部 59　（4） 60　（3） 1（△1）

まちづくり推進部 268（25） 264（21） △4（△4）

市民福祉部 234　（9） 227　（9） △7　　（0）

農林部 41　（2） 39　（3） △2　　（1）

商工観光部 31　（0） 33　（0） 2　　（0）

建設部 43　（1） 40　（1） △3　　（0）

上下水道部 38　（0） 38　（0） 0　　（0）

会計課 8　（0） 8　（0） 0　　（0）

議会事務局 8　（0） 8　（0） 0　　（0）

選挙管理委員会事務局 3　（0） 2　（0） △1　　（0）

監査委員事務局 5　（0） 5　（0） 0　　（0）

農業委員会事務局 6　（0） 6　（0） 0　　（0）

教育委員会 92（12） 87　（9） △5（△3）

消防 170　（2） 169　（1） △1（△1）

病院 417　（9） 409　（9） △8　　（0）

合計 1,480（67） 1,453（59） △27（△8）

※（　）内は再任用短時間勤務職員で、外書きです。

令和４年４月１日現在

区分 20年 25年 35年 最高限度
自己都合 19.669500月分 28.039500月分 39.757500月分 47.709000月分

応募認定・定年 24.586875月分 33.270750月分 47.709000月分 47.709000月分

■退職手当の支給割合

※定年前早期退職特例措置（２～45％）があります。支給割合は国と同じです。

人件費と一般職給与の状況
■人件費の状況（令和３年度普通会計決算）　※令和３年度地方財政状況調査より

一般行政職の級別職員数の状況
　職員の給料は、職務と責任の度合いに応じ、級ごとに区
分されていますが、ここでは一例として一般行政職分のみ
を掲載します。

職員の給料の状況
　職員の給与は、職歴、学歴、経験年数などにより決定さ
れますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載し
ます。

※人件費には、一般職と特別職の職員の給与、議員報酬のほか共済組合負担
金、退職手当、公務災害補償費などを含みます。

※普通会計とは、特別養護老人ホーム等の事業会計や、病院、水道の企業会
計を除いたものです。

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事、技師 46人 7.6％

２級 主任 59人 9.8％

３級 副主査 99人 16.4％

４級 係長、主査 221人 36.5％

５級 課長代理、副主幹 93人 15.4％

６級 次長、課長、主幹等 76人 12.6％

７級 部長、局長等 11人 1.8％

令和４年４月１日現在

区分 初任給 採用２年経過後の給料額

一　般
行政職

大学卒 181,928円 189,781円

高校卒 149,610円 ー

令和４年４月１日現在■初任給

※給与費には、給料及び扶養、通勤、住居などの諸手当を含み、退職手当・
共済組合負担金などは含みません。

※職員数は、各年度の４月１日現在の普通会計に関わる職員数です。

区分 令和２年度 令和３年度 比較

給与費 56億2,620万円 56億7,681万円 5,061万円

職員数 933人 918人 △15人

■一般職給与の状況（令和２年度、令和３年度普通会計決算）

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 331,245円 44.3歳

令和４年４月１日現在■平均給料月額と平均年齢

区分 ７年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

一　般
行政職

大学卒 235,063円 268,439円 307,911円

高校卒 195,973円 228,543円 275,390円

令和４年４月１日現在■経験年数別、学歴別平均給料月額

歳出額(Ａ)
579億6,859万円

人件費率(Ｂ/Ａ)＝16.3％

人件費(Ｂ)
94億7,544万円

お知らせします　市職員の給与の状況
　市職員の給与の実態を皆さんに知っていただくため、年に１回、その状況を紹介してい
ます。
　職員の給与は、基本となる給料と、扶養手当や通勤手当などの諸手当から構成されてお
り、その内容は、民間の給与水準を基にした人事院勧告や国、県の動向を踏まえ、市議会
での審議を経て、条例で定められています。〈問合せ／総務企画部人事課給与厚生係　☎３５－２１６３〉
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■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の
使
い
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

　

各
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
事
業
者
が
、

ア
プ
リ
の
使
い
方
や
支
払
方
法
な
ど
に

つ
い
て
個
別
に
相
談
に
乗
り
ま
す
。
申

し
込
み
不
要
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
時　
１２
月
２２
日（
木
）午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
１

対
象
決
済　
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ
払
い
、

ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
楽
天
ペ
イ
の
４
ア
プ
リ

経
営
企
画
課
☎
35—

２
１
６
４

１
０
０
８
５
８
９

■『
償
却
資
産
』の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　

事
業
に
用
い
る
構
築
物
・
機
械
・
備

品
な
ど
の
償
却
資
産
に
は
、
土
地
や
家

屋
と
同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、毎
年
、

市
に
申
告
が
必
要
で
す
。
昨
年
度
、
償

却
資
産
の
申
告
が
あ
っ
た
方
に
は
12
月

上
旬
に
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
経
営
の
農
家
の
方
は
、

市
報
12
月
号
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た

『
農
業
用
償
却
資
産
申
告
書
』
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
、
新
し
く
事

業
を
始
め
た
方
、
令
和
４
年
中
に
償
却

資
産
が
無
く
な
っ
た
方
、
前
回
の
償
却

資
産
の
申
告
か
ら
増
減
が
な
い
方

申
告
す
る
資
産　
土
地
お
よ
び
家
屋
以

外
の
有
形
固
定
資
産
で
、
所
得
税
法
ま

た
は
法
人
税
法
の
所
得
計
算
上
、
減
価

償
却
の
対
象
に
で
き
る
資
産

申
告
期
限　
令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）

※
個
人
事
業
者
や
個
人
経
営
の
農
家
の

方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
ま
た

は
身
分
証
明
書
と
通
知
カ
ー
ド
）を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

税
務
課
☎
３２—

２
７
６
７

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
２
７
８
１

■
令
和
５
年
度　
学
童
保
育
の
入
所
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
の
利
用
を
希
望
す
る

方
は
、
入
所
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
現
在
利
用
中
の
方
も
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
労
な
ど
の
理
由
で
保
護
者
が

日
中
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

受
付
期
間　
１
月
５
日（
木
）～
２０
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

子
育
て
支
援
課
☎
３２—

２
４
２
６

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
３
３
８
０

■
災
害
時
の
避
難
支
援
が
必
要
な
方
の

名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

　

対
象
者
に
は
『
名
簿
登
録
希
望
調
査

票
』
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
日
中
独
居

状
態
に
な
る
方
な
ど
、
対
象
外
で
も
登

録
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　
①
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
や
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

②
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級
・
２
級
）の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳（
Ａ
）の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

⑤
秋
田
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
受
給
者

で
重
症
認
定
を
受
け
て
い
る
方

社
会
福
祉
課
☎
３５—
２
１
３
２

１
０
０
３
１
５
７

■
特
定
用
途
制
限
地
域
の
変
更（
一
部
除

外
）に
係
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
１２
月
１５
日（
木
）①
午
後
２
時
～

３
時
②
午
後
６
時
３０
分
～
７
時
３０
分

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
１

内
容　

特
定
用
途
制
限
地
域
の
変
更

（
都
市
施
設
部
分
の
除
外
）

都
市
計
画
課
☎
３２—

２
４
０
８

１
０
０
３
０
１
４

ぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます 掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合があります

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
１２
月
１１
日（
日
）に
全
庁
舎
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
臨
時
窓
口

を
開
設
し
ま
す

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

取
扱
内
容　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申

請
・
交
付
、
電
子
証
明
書
発
行
・
更
新
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み（
申
請
は

予
約
不
要
、
他
の
手
続
き
は
２
営
業
日

前
ま
で
要
予
約
）

持
ち
物　
①
申
請
・
交
付
／
通
知
カ
ー

ド
、
本
人
確
認
書
類　

②
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
申
し
込
み
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
お
よ
び
暗
証
番
号
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

用
カ
ー
ド
な
ど
、
公
金
受
取
用
口
座

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
は
１２

月
末
で
す
。
未
申
請
の
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
保
市
民
課
☎
３５—

２
１
７
６

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
８
３
５
２

■
令
和
５・６
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
が
発
注
す
る
業
務
の
競
争
入
札

（
見
積
）に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
申
請
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
・
宅

配
便
・
持
参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

受
付
期
間　
１２
月
１
日（
木
）～
１
月
３１

日（
火
）必
着

※
持
参
の
方
は
、
土
日
祝
日
、
年
末
年

始（
１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
）を
除
く

結
果
通
知　
３
月
下
旬
に
通
知
予
定

契
約
検
査
課
☎
３５—

２
１
６
９

〒
０
１
３—
８
６
０
１　

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
６４
号

１
０
０
８
５
５
８

■
政
治
家
の
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
の
多
い

シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区

内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
３５—

２
１
６
１

１
０
０
２
４
９
１

■『
泊
ま
っ
て
お
ト
ク
！
横
手
市
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』が
始
ま
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
を
受
け
た
市
内
宿
泊
施
設
へ
の
支

援
と
宿
泊
客
獲
得
の
た
め
、
登
録
施
設

に
宿
泊
し
た
方
に
１
人
１
泊
あ
た
り

２
千
円
を
上
限
に
最
大
３
連
泊
ま
で
助

成
し
ま
す
。
登
録
施
設
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象　
日
本
国
内
在
住
者

期
間　
１２
月
１
日
～
２
月
12
日（
２
月

13
日
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
が
対
象
）

観
光
お
も
て
な
し
課

☎
３２—

２
１
１
８

１
０
０
８
６
６
８

■
冬
季
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油

流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

　

毎
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を

小
分
け
す
る
際
の
不
注
意
や
、
屋
根
か

ら
の
落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
な
ど
で

灯
油
を
流
出
さ
せ
る
油
漏
れ
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
油
漏
れ
の
処
理
に
要

す
る
費
用
は
、
原
因
者
が
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
給
油
中
は
目
を
離

さ
な
い
、
落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
防

止
に
努
め
る
な
ど
、
油
の
流
出
に
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
☎
３５—

２
１
８
４

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
２
７
２
０

冬期間の
ごみ収集のお知らせ

【問合せ】生活環境課☎ 35-2184
HP 1002690・1006359

◆１月２日・３日はごみ収集をお休みします
　一般家庭のごみ収集は１２月３０日（金）まで
通常どおり行いますが、１月２日（月）・３
日（火）のごみ収集は休業となります。資源
物などの回収日にあたっている地区は、次
回の収集日に出していただくようお願いし
ます。また、クリーンプラザよこては１２月
３１日（土）まで営業していますが、１月１日
（日）～３日（火）は休業のため、ごみの持ち
込みができません。ご理解とご協力をお願
いします。
◆１２月～３月の冬期間は粗大ごみの戸別収
集を行いません
　この期間に粗大ごみを処分するには、ク
リーンプラザよこてに直接お持ち込みいた
だくか、市の一般廃棄物収集運搬業者に依
頼をしてください。

よこて市民応援商品券よこて市民応援商品券と
横手市プレミアム付商品券横手市プレミアム付商品券は
１２月３１日までにお使いください

【問合せ】経営企画課☎ 35-2164 HP 1008197
　　　　商工労働課☎ 32-2115 HP 1008512

全市民に送付の『よこて市民応援商品券』と、購
入希望者を対象に販売の『横手市プレミアム付商
品券』の使用期限は１２月３１日（土）です。市内使用
可能店舗でのお買い物にぜひご活用ください。
◆使用可能店舗／横手にぎわい商品券取扱加盟店
と同じです。詳細は市ホームページをご覧ください。

スマートフォン決済で

２０％のポイントを還元します
　期間中に対象店舗で PayPay、ｄ払い、auPAY、楽天
ペイを使って決済すると、支払額の２０％※を還元します。
※1人あたりの付与上限は対象のスマートフォン決済
アプリごとに５千円分
期間／１月１日（日）～３１日（火）
対象店舗／市内の中小企業・コンビニ
市HP番号／１００８５８９
問合せ／経営企画課☎35-2164

対象店舗は

ＨＰをチェック！
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■
年
末
年
始
は
料
理
を
お
い
し
く
食
べ

切
ろ
う
！

　

県
で
は
、食
品
ロ
ス
削
減
に
係
る『
食

べ
き
り
』
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
、
作
っ
た
料
理
は
早
め
に
お

い
し
く
食
べ
き
り
、
外
食
時
は
、
食
べ

き
れ
る
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。
一
人

ひ
と
り
が
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
で
、
普
段
か
ら
意
識
し
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
県
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
『
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
』

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
温
暖
化
対
策
課

☎
０
１
８—

８
６
０—

１
５
６
０

催　
し

■
横
手
市
女
性
セ
ン
タ
ー『
お
正
月
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
』

日
時　
１２
月
２７
日（
火
）午
後
７
時
～
８

時
３０
分

場
所　
横
手
市
女
性
セ
ン
タ
ー

定
員　
１２
人

申
込
期
間　
１２
月
７
日（
水
）～
１３
日（
火
）

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

参
加
費　
３
千
円（
材
料
代
）

託
児　
あ
り
※
要
事
前
申
し
込
み

横
手
市
女
性
セ
ン
タ
ー

☎
３３—

３
９
９
５

■
ｍ
ａ
ｍ
ａ
ト
ー
ク
！

　
『
離
乳
食
・
食
事
』
を
テ
ー
マ
に
、

マ
マ
同
士
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
、
栄
養
士
さ
ん
と
の
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
お
話

し
し
た
い
こ
と
が
あ
る
方
も
大
歓
迎
！　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
１２
月
２０
日（
火
）午
前
１０
時
４５
分

～
１１
時
３０
分（
１０
時
３０
分
か
ら
お
子
さ

ん
の
身
体
測
定
も
で
き
ま
す
）

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
２
階
横
手
市
児
童

セ
ン
タ
ー

横
手
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３２—

２
４
２
６

■
『
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
』体
験
学
習
館

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

期
間　
１
月
５
日（
木
）・
６
日（
金
）

場
所　
天
下
森
ス
キ
ー
場
、
ジ
ュ
ネ
ス

栗
駒
ス
キ
ー
場

内
容　
ス
キ
ー
講
習

宿
泊
場
所　
『
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
』

体
験
学
習
館

対
象　
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
員　
２０
人（
申
し
込
み
多
数
は
抽
選
）

参
加
費　
８
５
０
０
円

申
込
期
間　
１２
月
１
日（
木
）～
１６
日（
金
）

『
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
』
体
験
学
習
館

☎
４５—

９
０
２
０（
火
曜
日
～
土
曜
日
）

■
よ
こ
て
イ
ー
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
情
報　

◎
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

点
灯
期
間　
～
２
月
１６
日（
木
）

点
灯
時
間　
午
後
４
時
～
午
後
11
時

※
12
月
18
日（
日
）は
午
後
５
時
45
分
頃

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
点
灯　

場
所　
に
ぎ
わ
い
ひ
ろ
ば

横
手
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

☎
３８—

８
８
５
１

◎
気
ま
ぐ
れ
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
１２
月
１７
日（
土
）午
前
１０
時
３０
分

～
午
後
５
時

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

ご
や
さ
ん

☎
０
９
０—

６
６
２
９—

０
０
８
９

◎
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
１２
月
１８
日（
日
）午
後
２
時
～
６
時

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

横
手
駅
前
商
店
街
振
興
組
合

☎
３８—

８
８
５
１

◎
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
リ
ベ
ラ
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
２

日
時　
１２
月
２５
日（
日
）午
後
２
時
～
３
時

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

伊
藤
さ
ん

☎
０
８
０—

６
０
４
１—

５
７
７
５

■
今
年
も
平
鹿
に
巨
大
ツ
リ
ー
出
現
！ 

第
３５
回
槻
の
木
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　
平
鹿
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
槻
の
木
が
高

さ
約
40
㍍
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
大

変
身
！

点
灯
期
間　
12
月
３
日（
土
）～
１
月
９

日（
月
）

点
灯
時
間　
午
後
５
時
～
午
前
０
時

※
１２
月
２４
日・３１
日
は
翌
午
前
２
時
ま
で

点
灯
式　
12
月
３
日（
土
）午
後
５
時
30
分

場
所　
浅
舞
感
恩
講
保
育
園
そ
ば

問
平
鹿
地
域
課
☎
24—

１
１
１
８

HP
１
０
０
４
４
９
９

■
後
三
年
合
戦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　『
金
沢
柵
を
考
え
る
』

　

後
三
年
合
戦
当
時
の
合
戦
の
様
子

や
、
金
沢
柵
と
同
時
代
の
拠
点
の
遺
跡

の
特
徴
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。
参
加

無
料
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　
１２
月
１７
日（
土
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
３０
分

場
所　
か
ま
く
ら
館
２
階
ホ
ー
ル

講
師　
高
橋
一
樹
氏（
明
治
大
学
文
学

部
教
授
）、
八
重
樫
忠
郎
氏（
岩
手
大
学

客
員
教
授
）ほ
か

定
員　
先
着
１
６
０
人
程
度

文
化
財
保
護
課

☎
３２—

２
４
０
３

■
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
障
が
い
者
施
策
の
推

進
に
向
け
た
検
討
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
在
宅
の
障
が
い
の
あ
る
方（
難

病
等
患
者
や
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は

支
援
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
を
含

む
）の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
基
準
日　

 

１２
月
１
日（
木
）

調
査
対
象　
国
勢
調
査
の
調
査
区
か
ら

無
作
為
に
全
国
５
３
６
３
地
区
を
選
定

し
、
そ
の
地
区
に
お
住
ま
い
の
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
が
調
査
対
象（
横
手
市

で
は
４
地
区
が
調
査
対
象
）

調
査
方
法　
調
査
員
が
調
査
地
区
内
の

世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨
な
ど
を

説
明
の
上
、
調
査
対
象
者
の
有
無
を
確

認
し
ま
す
。調
査
対
象
が
い
る
場
合
は
、

調
査
票
を
手
渡
し
、
記
入
お
よ
び
郵
送

に
よ
る
返
送
を
依
頼
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
☎
３５—

２
１
３
２

お
知
ら
せ

■
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会　
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
＆
活
動
保
険
料
助
成

◎
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
募
集

対
象　
除
雪
活
動
に
協
力
で
き
る
個
人

や
団
体
、
企
業
な
ど

活
動
内
容　
単
身
高
齢
者
な
ど
の
除
雪

希
望
者
の
家
屋
周
辺
や
敷
地
内
の
除
雪

活
動
期
間　
降
雪
期
間
中

◎
除
雪
活
動
を
行
う
団
体
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
料
助
成

対
象　
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

な
ど
を
対
象
に
除
雪
活
動
を
行
う
町
内

会
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
※
営
利
を

目
的
と
し
た
活
動
団
体
は
除
く

助
成
額　
上
限
５
千
円
ま
で（
本
会
が

指
定
す
る
保
険
と
す
る
）

申
込
方
法　
い
ず
れ
も
社
協
本
部
・
各

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
み

問
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

地
域
福
祉
課
☎
36-
５
３
７
７

■
冬
季
に
お
け
る
踏
切
事
故
防
止
の
ご

協
力
と
踏
切
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

凍
結
や
積
雪
に
よ
る
踏
切
内
で
の
脱

輪
・
停
止
は
非
常
に
危
険
で
す
。
踏
切

の
前
で
は
一
旦
停
止
し
、
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

冬
季
間
の
踏
切
で
の
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
と
お
り
市
内
の
一
部
の
踏
切

が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

奥
羽
本
線　
羽
場
踏
切
・
第
二
梨
の
木

踏
切（
十
文
字
）、
籠
田
踏
切（
平
鹿
）、

久
保
の
目
踏
切（
横
手
）

北
上
線　
第
一
田
代
踏
切
・
第
七
平
和

街
道
踏
切
・
皿
木
踏
切（
山
内
）、
本
郷

踏
切（
横
手
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
信
号
通
信
指

令
室
☎
０
１
２
０—

４
０
１—

６
２
５

■
県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
戸
数　
１
戸（
朝
日
が
丘
）

入
居
時
期　
１
月
１
日（
日
）

申
込
期
間　
１２
月
１
日（
木
）～
１２
日（
月
）

※
土
日
祝
日
除
く
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
、
申
し
込
み
が
な
い
場
合

は
翌
月
以
降
も
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
仙
北
地

域
局
建
築
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
仙
北
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
０
１
８
７—

６３—

３
１
１
３

掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合がありますぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます

年末年始水道当番店

【問合せ】水道課☎ 35-2252　HP1004606

　横手市管工事協会が、地域貢献活動の一環として行っています。
◆営業時間／午前８時３０分～午後４時３０分

12月31日 １月１日 １月２日 １月３日 １月４日 １月５日

横　手 山二施設
☎32－1119

佐々木水道
☎32－６２１３

ますだ機工
☎33－2245

荒川施設
☎32－3974 イシダ設備

☎32－0518
新栄施設
☎33－2581高善

☎32－2179
東北カッター
☎33－4788

横手水道
☎32－1910

増　田 さとう住設☎38－8095 藤原建材店☎45－5002 アサヒ電器☎45－2537

平　鹿 井上管工
☎24－0036

遠藤設備
☎24－2550

平鹿設備
☎24－1561

菊地設備
☎24－2309 髙橋設備

☎25－3311
真田設備
☎24－0722細谷設備

☎24－0159

雄物川 佐一設備
☎22－2094

佐藤施設
☎22－3133

前澤設備
☎23－1123

マツノヤ
☎22－4184

貴俵電気
☎22－3365

佐一設備
☎22－2094

大　森 大和工業
☎26－3441

佐々木施設
☎26－3221

大和工業
☎26－3441

佐々木施設
☎26－3221

大和工業
☎26－3441

佐々木施設
☎26－3221

十文字 畑山施設
☎44－3316

佐々木管工
☎44－3701

ミライフ東日本
☎42－1455

松田水道
☎42－0966

羽後設備
☎42－3721

山　内 川越水道
☎53－2528

田代水道
☎53－2333

川越水道
☎53－2528

田代水道
☎53－2333

川越水道
☎53－2528

田代水道
☎53－2333

大　雄 カマダ設備☎52－2560 大雄産業☎52－2021
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■
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア　
開
催
教
室

日
時　
12
月
１７
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

内
容　
お
ひ
と
り
様
お
せ
ち

費
用　
１
５
０
０
円　
　

定
員　
15
人

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
マ
ス
ク
、
タ
ッ
パ
ー（
会
場
で

の
試
食
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
み　
12
月
６
日（
火
）
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時
※
申
し
込
み
多
数
は
抽
選

問
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア

☎
26-

３
８
８
０

募　
集

■
令
和
５
年
度　（
公
財
）片
野
重
脩
交
通

遺
児
奨
学
会
推
薦
募
集

申
込
資
格　
県
内
に
居
住
す
る
交
通
遺

児
で
、
高
校
に
進
学
ま
た
は
在
学
し
、

経
済
的
理
由
か
ら
学
費
の
支
弁
が
困
難

な
方

給
付
金　
月
額
１
万
６
千
円

定
員　
若
干
名

申
込
方
法　
県
内
各
中
学
校
・
高
校
に

推
薦
募
集
案
内
を
送
付
予
定
。
各
学
校

を
通
じ
て
申
請
書
類
を
請
求
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
み

申
込
期
限　
１
月
３１
日（
火
）必
着

選
考
方
法　
書
類
審
査
の
上
、
本
奨
学

会
理
事
会
で
決
定

（
公
財
）片
野
重
脩
交
通
遺
児
奨
学
会

事
務
局（
羽
後
交
通
㈱
内
）

☎
３２—

４
１
５
２

■
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
３
×
３（
３
人
制
バ

ス
ケ
）大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

開
催
日　
12
月
１７
日（
土
）

場
所　
横
手
体
育
館

部
門　
①
小
学
生　

②
中
学
生　

③
高

校
・
一
般

参
加
資
格　
市
内
に
在
住
・
在
学
の
方
。

１
チ
ー
ム
３
人
以
上
５
人
以
内
で
、
各

部
門（
男
女
別
）先
着
６
チ
ー
ム
ま
で

参
加
費　
①
②
１
５
０
０
円
③
３
千
円

申
込
方
法　
12
月
９
日（
金
）ま
で
電
話

申
し
込
み
の
上
、
申
込
書
を
提
出

（
一
財
）横
手
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
３８—

８
１
２
２

相　
談

■
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

　

夫
婦
関
係
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
を
受
け
付
け
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
・
場
所　

１２
月
３
日（
土
）２
Y
ぷ
ら
ざ
研
修
室
１

１２
月
５
日（
月
）雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、
大
雄
福
祉
セ
ン
タ
ー

１２
月
６
日（
火
）増
田
地
区
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー
、平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

十
文
字
地
域
局
相
談
室

１２
月
７
日（
水
）大
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
山
内
公
民
館

時
間　
各
日
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

※
法
務
局
で
は
、
特
設
人
権
相
談
所
以

外
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲
支
局

☎
０
１
８
７—

６３—

２
１
０
０

■
秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
横
手
市
出
張
相
談
室

　

人
事
・
労
務
、
就
業
規
則
、
雇
用
関

係
助
成
金
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す（
各
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
要

予
約
）。

日
時　
１２
月
２
日（
金
）、２
月
３
日（
金
）

午
後
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分

会
場　
平
鹿
地
域
振
興
局
内
会
議
室

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０—

６
９
５—

７
８
３

■
特
別
展『
雄
物
川
郷
土
資
料
館
収
蔵

品
展
』を
開
催
し
ま
す

　

市
指
定
文
化
財
の
薄
井
村
絵
図
、
文

芸
誌
『
樹
陰
』、
脇
差
『
伝
小
野
寺
氏

由
来
』
と
、
今
回
初
公
開
の
『
八
幡
神

社（
沼
館
）古
頭
形
兜
』
を
含
む
収
蔵
資

料
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

日
時　
～
１
月
９
日（
土
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
※
月
曜
日
休
館

場
所　
雄
物
川
郷
土
資
料
館

雄
物
川
郷
土
資
料
館
☎
２２—

２
７
９
３

■
リ
ン
ゴ
の
香
り
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

ゆ
っ
ぷ
る
名
物『
り
ん
ご
風
呂
』

期
間　
１２
月
・
１
月
の
日
曜
、
祝
日
お

よ
び
正
月
三
が
日

料
金　

大
人
４
６
０
円
、
子
ど
も

２
３
０
円
※
３
時
間
以
内
利
用
時

ゆ
っ
ぷ
る
☎
２５—

３
８
０
１

■
横
手
市
障
が
い
福
祉
事
務
所
パ
ネ
ル
展

日
時　
１２
月
８
日（
木
）正
午
～
９
日（
金
）

午
後
３
時　
　

料
金　
無
料

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

内
容　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
や
作
品
の
展
示
、
生
産
品
の
販

売
な
ど（
販
売
時
間
帯
は
各
事
業
所
で

異
な
り
ま
す
）

社
会
福
祉
課
☎
３５—

２
１
３
２

■
ま
ん
が
美
術
館
de
お
正
月
２
０
２
３

　

横
手
市
増
田
ま
ん
が
美
術
館
は
年

末
年
始
も
休
ま
ず
開
館
し
ま
す（
31
日

（
土
）の
み
午
後
３
時
閉
館
）。１
月
１
日

～
３
日
は
来
館
者
に
甘
酒
の
振
る
舞

い
、
２
日
は
お
餅
の
振
る
舞
い
も
行
い

ま
す（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。
さ
ら
に

シ
ョ
ッ
プ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の

セ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
で
は
一
部
メ
ニ
ュ
ー

を
割
引
で
提
供
す
る
ほ
か
、
１
日
・
２

日
は
お
正
月
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

横
手
市
増
田
ま
ん
が
美
術
館

☎
４５—
５
５
６
９

１
０
０
８
６
４
８

■
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ

25
市
町
村
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
開
催
！

　

応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
県
民
の
み
な
さ
ん

を
無
料
ご
招
待
す
る
企
画
で
す
。
横

手
市
の
応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
は
12
月
24
日
・
25

日
・
28
日
の
３
日
間
で
す
。
各
試
合
先

着
２
０
０
人
で
す
の
で
、
お
早
め
に
い

ず
れ
か
の
１
試
合
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
１
名
様
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す
）。

対
象
試
合　
①
１２
月
２４
日（
土
）広
島
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
戦　

②
12
月
25
日

（
日
）広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
戦

③
12
月
28
日（
水
）茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
戦

会
場　
Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
☆
あ
き
た

申
込
締
切　
１２
月
２１
日（
水
）午
後
９
時

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
㈱

☎
０
１
８—

８
３
５—

５
５
８
２

講　
座

■『
わ
た
し
の
た
め
の
起
業・副
業
入
門

自
分
力
発
掘
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催
し
ま
す

　

名
刺
作
成
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
あ
な

た
も
知
ら
な
い
あ
な
た
の
『
自
分
力
』

を
み
ん
な
で
楽
し
く
掘
り
下
げ
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
託
児
の
利
用（
無
料
・
要
申

し
込
み
）や
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能

で
す
。

日
時　
１２
月
１０
日（
土
）午
後
１
時
３０
分

～
３
時
３０
分

場
所　
か
ま
く
ら
館
５
階
研
修
室
４

講
師　
中
川
よ
し
こ
氏（
美
表
情
塾
主

宰
、
あ
き
た
Ｆ
・
Ｆ
推
進
員
）　

定
員　
２０
人

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
１２
月
５
日（
月
）

秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
３３—

７
０
１
８（
木
曜
日
休
館
）

■
ひ
き
こ
も
り
県
民
公
開
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
や
き
っ
か
け
で
、

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
こ
と
は
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
ひ
き
こ

も
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
適
切

な
対
応
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

日
時　
１２
月
２６
日（
月
）午
後
１
時
３０
分

～
３
時

会
場　
横
手
保
健
所（
潟
上
市
会
場
で

の
講
演
を
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
つ

な
ぎ
、横
手
保
健
所
内
で
視
聴
し
ま
す
）

定
員　
先
着
２０
人

申
込
期
限　
１２
月
２１
日（
水
）

横
手
保
健
所
☎
３２—

４
０
０
５

■
中
学
生
以
上
の
方
対
象

　『
上
級
救
命
講
習
会
』を
開
催
し
ま
す

日
時　
１２
月
１８
日（
日
）午
前
８
時
３０
分

～
午
後
５
時
３０
分

場
所　
横
手
市
消
防
本
部

内
容　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
応
急
手
当
、
傷
病
者
の
搬
送
方

法
な
ど

対
象　
中
学
生
以
上
で
市
内
に
在
住
・

お
勤
め
の
方

定
員　
先
着
２０
人

参
加
費　
無
料（
昼
食
は
各
自
）

申
込
期
間　
１２
月
１
日（
木
）～
１０
日（
土
）

消
防
本
部
救
急
課

☎
３２—

１
２
４
７

掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合がありますぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます

◆４月 1 日採用の受付期間／試験日
　１２月１日（木）～１月１０日（火）／１月２２日（日）
※随時採用は随時受付中、試験期日は後日連絡します
◆問合せ／市立横手病院☎ 32-5001

職種・採用人数 受験資格（3月まで免許取得見込み含む）

臨床検査技師
（若干名）
※随時採用

昭和５２年４月２日以降に生まれ、臨床検
査技師免許を保有し、超音波検査経験を
有する方
昭和５７年４月２日以降に生まれ、臨床検
査技師免許を保有する方

臨床検査技師
（２人程度）

昭和５２年４月２日以降に生まれ、臨床検
査技師免許を保有し、超音波検査経験を
有する方
昭和５７年４月２日以降に生まれ、臨床検
査技師免許を保有する方

助産師
（1人程度）

昭和５５年４月２日以降に生まれ、助産師
免許および看護師免許を保有する方

看護師
（２人程度）

昭和５５年４月２日以降に生まれ、看護師
免許を保有する方

病院事務
（1人程度）

平成４年４月２日以降に生まれ、病院・
診療所または民間企業において週３０時間
勤務以上の職員として医療関連実務経験
を直近５年間で通算３年以上有する方
平成９年４月２日以降に生まれ、４年制
大学を卒業した方または令和５年３月ま
でに卒業見込みの方

医療ソーシャルワー
カー（1人程度）

平成４年４月２日以降に生まれ、社会福
祉士免許を保有する方

市立横手病院の職員を募集します
（随時採用および令和５年４月１日採用）
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まちの話題を写真でお伝えします。

　漫画家や出版社などからマンガ原画の保存に関す
る相談を受け付ける国内唯一の施設『ＭＧＡＣ』。
この度、横手市増田まんが美術館から登録有形文化
財指定の佐藤養助商店漆蔵資料館に移転しました。
館内の内蔵はご自由に見学できますので、お気軽に
お立ち寄りください。

マンガ原画アーカイブセンター（ＭＧＡＣ）
全国の貴重な原画を後世に

　発酵食品と発酵文化の素晴らしさを全国に向けて
発信する全国発酵食品サミットが、秋田ふるさと村
を会場に開催されました。市内外の発酵食品や燻

くんせい

製
食品が集まったほか、発酵にまつわるさまざまな企
画が行われ、多くの来場者でにぎわいました。

①開会式のオープニングを飾った民謡歌手の高橋一郎さん　②東京農業大学　小泉武夫名誉教授に
よる基調講演　③小泉名誉教授、阿川佐和子さん、檀ふみさんによる“わくわく対談”。プライベー
トでも親交のある３人の掛け合いに会場が“わき”ました　④～⑨燻製づくり体験なども行われた

『いぶりエキスポ』　⑩～⑫『よこて発酵マルシェ』には市内の発酵関連商品が大集合　⑬～⑮全
国の発酵食品に来場者も興味津々の『全国発酵マルシェ』　⑯よこて発酵文化大使の岩本公水さん
の歌に会場は大盛り上がり　⑰鼻がまがるほどのにおいを体験　⑱山内杜氏組合創立１００周年を記
念して県内２７蔵元の日本酒が勢ぞろい　⑲パネルディスカッション『こうじ文化と美、その未来』　
⑳世界初の顕微鏡も展示　㉑『発酵の学校横手分校』では味噌玉づくりの体験も行われました

１０月２１日～２３日　全国発酵食品サミットｉｎよこて
食べて、買って、学んで、楽しんだ『わくわく』の３日間

１

４

５

７

１６ １８

１７ １９ ２０

１０

１３

１４ １５

１１ １２

２１

８ ９

６

２ ３

　２年目の開幕を迎えたアランマーレ秋田は山梨
QBと対戦。地元の応援を背に、攻守とも粘り強い
プレーで両日延長にもつれこみ、第２戦で白星を飾
りました。今季の熱いプレーが楽しみです。

１０月２２ ・ ２３日　Wリーグ in 雄物川体育館
ホームゲームで今季初勝利

　りんご直売会やミスりんごコンテストなどが行わ
れ、多くの来場者でにぎわいました。１分間でどれだ
け長く皮をむけるかを競う『りんご皮むき競争』には
１８人が参加。１４２㌢で優勝した石田靖弘さんは「皮を
卓上に乗せて薄くむくのがコツ」と話していました。

１０月２３日　真人公園りんごまつり
年齢・性別・国籍を超えた戦い

　横手市の木戸五郎兵衛村など県内で撮影された同
作。上映会に先立って行われた舞台挨拶には、出演
者とともに横手市出身の石

いし

谷
や

洋子監督が登場し、制
作を支えてくれた方々へ感謝の思いを語りました。

１０月２５日　映画『赤い靴の女の子』
撮影地の横手で先行上映会

　本大会は由利本荘市から西和賀町までの１１４．１㌔
を競い、２日目は２７チームが横手体育館前をスター
ト。一般の部に出場した横手市陸協の小川孝代選手
が両日ともに１区区間賞の好走を見せました。

１０月２９日・３０日　第６２回奥羽横断駅伝競走大会
山形県が５年連続１３度目の優勝

　昭和４４年に始まり長く愛され続ける『よこて菊ま
つり』。今年も見事に咲き誇った千本を超える菊が
来場者を魅了しました。遠山勝義菊まつり委員長は
「菊は作り手によって形が変わります。若い人にもっ
と菊の魅力を伝えていきます」と語ってくれました。

１０月２９日～１１月７日　第５４回よこて菊まつり
菊花の世界の奥深さを感じる

　秋田県人権啓発活動ネットワーク協議会の主催に
よる、人権標語および作文コンテストの表彰式と最
優秀作品の発表が行われました。生徒たちは思いや
りの心の意義・重要性について理解を深めました。

１１月８日　子ども人権デーの集いin横手北中
身近な人権について学ぶ
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▲高口部落会 ▲造山部落会

　（一財）自治総合センターは宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財
源にコミュニティ助成事業を実施しています。
　この度、高口部落会と造山部落会がこの事業を活用して、部落会活動の拠点となる集会施
設に備品を整備しました。これにより地域コミュニティ活動の充実と強化が期待されます。

高口部落会（平鹿）、造山部落会(雄物川）　コミュニティ助成事業
宝くじ助成金で町内会館の備品を整備

瑞宝双光章
【教育功労】

元横手南中学校校長
小野寺幸雄氏（平鹿・８０歳）

瑞宝単光章
【消防功労】

元横手市雄物川消防団副団長
長谷川喜一氏（雄物川・７４歳）

瑞宝双光章
【学校保健功労】

元学校薬剤師
石田良太郎氏（横手・８７歳）

瑞宝単光章
【消防功労】

元横手市十文字消防団副団長
大山晴美氏（十文字・７４歳）

旭日双光章
【保健衛生功労】

元秋田県医師会副会長
西成　忍氏（平鹿・７１歳）

旭日双光章
【地方自治功労】

元横手市議会議員
佐々木喜一氏（増田・７５歳）

旭日小綬章
【地方自治功労】

元横手市議会議員
佐藤清春氏（雄物川・７２歳）

瑞宝単光章
【消防功労】

元横手市山内消防団分団長
大森敏明氏（山内・７５歳）

瑞宝双光章
【消防功労】

元横手市消防司令長
松原一男氏（増田・７３歳）

瑞宝双光章
【更生保護功労】

保護司
大和谷道子氏（平鹿・７３歳）

瑞宝双光章
【消防功労】

元横手市消防司令長
佐藤晋作氏（増田・７１歳）

各
分
野
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
た
市
内
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す

各分野で活躍
された皆さんを
ご紹介します

とちぎ国体　陸上競技少年男子B円盤投げ　第２位　大信田凌生さん（横手清陵学院高）

全国小学生ソフトテニス大会秋田県予選会
　女子個人４年生以下　第２位　久米芳佳さん・加賀真心さんペア（増田Ｊｒ．ソフトテニススポーツ少年団）
　女子個人５年生　第３位　季子　心さん・山方　栞さんペア（増田Ｊｒ．ソフトテニススポーツ少年団）

２５市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！仙北大会
　市の部　第３位　横手市（小坂祥太朗さん・佐藤璃香子さん・高橋　悠さん・山本尚子さん・佐々木公太さん・佐藤　成さん・小川孝代さん・

　　　　　　　　　　　　　伊勢悠之介さん・池部和奏さん）

第７１回秋田県発明展　児童生徒の部　齋藤憲三・山﨑貞一奨励賞　伊藤未來さん（大森小）
　　　　　　　　　　児童生徒の部　秋田県発明協会優秀賞　髙橋侑聖さん（横手北小）

第６４回水道週間懸賞募集　標語の部　入選　藤原悠大さん（増田小）

令和４年度秋田県小学生人権標語コンテスト　優秀賞　佐藤美羽さん（雄物川小）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩舘泰我さん（朝倉小）

女子個人　優勝
久米里佳さん・小野悠月さんペア（増田中）

文芸
山崎雅葉氏

最優秀賞（秋田魁新報社賞）
藤原凜生さん（横手北中）

横手市議会議員
塩田　勉氏

小学校４年生以下の部
最優秀賞

澤井　仁さん（朝倉小）

小学校高学年の部
最優秀賞

髙橋三世さん（栄小）

中学生の部　最優秀賞
武内沙恵さん（横手南中）

中学生の部　最優秀賞
武内友里さん（横手南中）

横手市議会議員
齋藤光司氏

横手市議会議員
播磨博一氏

横手市議会議員
寿松木　孝氏

男子　優勝
横手ハンドボールスポーツ少年団

秋田県中学校
秋季ソフトテニス大会

初級クラス　中１男子　優勝
佐藤快生さん（十文字中）

初級クラス　中２・３男子　第２位
佐藤奨生さん（十文字中）

第１回全東北空手道新人戦

女子　優勝　日本
日本代表メンバー

佐々木　凜さん（湯沢翔北高）

ＦＩＢＡ３×３　Ｕ１７アジアカップ２０２２

第４１回全国中学生人権作文
コンテスト秋田県大会

令和４年秋田県地方自治功労者 第１４回新聞きりぬきコンクール

第２４回秋田県小学生
ハンドボール大会

産業
山内杜氏組合

令和４年秋田県文化功労者

女子団体　第２位　増田中

学校賞　増田中
小学校４年生以下の部　佳作　佐藤莉緒さん（朝倉小）
小学校高学年の部　優秀賞　遠藤　岳さん（浅舞小）
小学校高学年の部　佳作　佐藤蒼維さん（朝倉小）
　　　　　　　　　　　深澤小晴さん（十文字小）
　　　　　　　　　　　梅川　旭さん（浅舞小）
中学生の部　優秀賞　髙橋梓美さん（増田中）
中学生の部　佳作　冨樫美拓さん（増田中）
　　　　　　　　後藤望空さん（増田中）
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冬
と
冷
え
と
筋
肉
と

　
冬
は
寒
さ
に
よ
り
末
梢
の
血
管
が
収
縮

し
て
血
流
が
低
下
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
血
圧
も
上
が
り
や
す
く
な
り
、
心

臓
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
寒
い

期
間
を
ス
ト
レ
ッ
チ
パ
ワ
ー
で
健
や
か
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

　
『
冷
え
』
が
起
こ
る
の
は
、
血
行
が
悪

く
な
る
こ
と
で
血
液
が
毛
細
血
管
ま
で
行

き
渡
り
に
く
く
な
る
か
ら
で
す
。
臓
器
や

脳
へ
の
血
液
が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
手
足

な
ど
体
の
末
端
は
後
回
し
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
に
冷
え
が
多
い
の
は
、
腹

部
に
臓
器
が
多
く
血
液
が
集
中
す
る
こ
と

と
、
男
性
よ
り
筋
肉
が
少
な
く
熱
を
生
産

し
に
く
い
た
め
で
す
。
た
だ
し
、
男
性
に

も
筋
力
低
下
や
基
礎
代
謝
低
下
に
よ
る
冷

え
を
感
じ
る
方
は
い
ま
す
。

寒
い
時
期
を
乗
り
切
る
ス
ト
レ
ッ
チ

～
体
の
た
め
の
４
分
１５
秒
～

　

寒
い
と
筋
肉
も
収
縮
し
て
硬
く
な
り
や

す
く
柔
軟
性
が
低
下
す
る
た
め
、
筋
肉
や

靭じ
ん
た
い帯

、
腱け

ん

な
ど
の
損
傷
も
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
特
に
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉

は
心
臓
へ
血
液
を
戻
す
ポ
ン
プ
機
能
を

担
っ
て
い
る
た
め
、
衰
え
な
い
よ
う
に
動

か
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
他
に
も
背
中
の

大
き
い
筋
肉
を
動
か
す
と
体
が
温
ま
り
や

す
い
の
で
、
雪
寄
せ
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に

も
有
効
で
す
。
ま
た
、
就
寝
前
に
行
う
と

ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
よ
。
今
回
紹
介
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
は
全
部
通
し
て
も
４
分
１５
秒

で
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
！

■問合せ／健康推進課　健康の駅係☎３５－２１２７

椅子に座り足を床に付け、かか
とを３秒かけて上げて３秒かけ
て下げる。つま先も同様に行う。
椅子がない時は、床に座り足を
伸ばした状態で行う。
※両足をそろえて行ってもよい
【回数】左右１０回ずつ

両手を軽く握り３秒かけて
肘を大きく回す。
※肩甲骨が動くのを意識し
ながら行う
【回数】５回

こ
こ
ろ
の
は
な
し

 

日
々
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
る
現
代
に

お
い
て
自
分
自
身
と
向
き
合
え
て
い
ま
す

か
。
慌
た
だ
し
い
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る

と
、
人
は
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
る
こ
と

を
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。「
向

上
心
に
駆
ら
れ
て
」「
誰
か
の
た
め
に
」

「
仕
事
だ
か
ら
」
な
ど
人
が
前
に
進
も
う

と
す
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ

が
生
き
る
意
味
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
時
々
は
立

ち
止
ま
っ
て
自
身
と
向
き
合
っ
て
く
だ
さ

い
。
ど
ん
な
機
械
も
長
期
間
稼
働
し
続
け

れ
ば
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
人

間
も
同
じ
で
す
。
そ
う
で
な
く
て
も
人
生

は
長
丁
場
で
す
か
ら
、
時
々
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
し
な
け
れ
ば
不
具
合
を
生
じ
て
当
然

で
す
。
そ
ば
に
良
き
理
解
者
が
い
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
も
ら
え
る
の
な
ら
別
で
す

が
、
今
の
自
分
が
ど
れ
だ
け
の
負
荷
を
抱

え
て
い
て
、
い
か
ほ
ど
の
余
力
が
残
っ
て

お
り
、
ど
こ
ま
で
な
ら
耐
え
ら
れ
る
の
か

を
自
身
が
客
観
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
と
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
立
ち

止
ま
る
こ
と
で
失
う
も
の
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
健
康
に
代

え
ら
れ
る
も
の
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
。

　

一
方
で
、
人
は
辛
い
現
実
と
向
き
合
う

こ
と
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
何
か
に
没
頭
・

集
中
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰
し
も
嫌

な
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
他
の
こ
と
で
気
を

紛
ら
わ
せ
た
経
験
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
気
分
転
換
を
図
る
こ
と
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
異
常
な
ま
で
何
か
に
執
着
し

過
ぎ
て
し
ま
う
と
き
は
心
に
余
裕
が
な
い

こ
と
の
表
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ

ん
な
時
に
は
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

横手興生病院
安部　俊一郎　医師

横手市医師会 HP
http://yokote-ishikai.sakura.ne.jp/造山の傘杉（雄物川地域）

昭和 63 年 （１９88 年）

vol.86

　

上
の
写
真
は
、
昭
和
63
年
の
『
造つ

く
り
や
ま山

の

傘
杉
（
か
ら
か
さ
す
ぎ
）』
で
す
。
雄
物

川
造
山
地
区
の
市
道
か
ら
少
し
入
っ
た
と

こ
ろ
に
、
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
推
定
樹
齢
３
０
０
年
の
大
き
な
杉

が
立
っ
て
い
ま
す
。
樹
高
約
16
㍍
、
幹
回

り
約
４
㍍
で
、
四
方
に
十
数
本
の
枝
を
張

り
、
下
部
の
枝
が
地
面
に
垂
れ
下
が
る
樹

形
か
ら
、
松
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
昔

は
近
く
に
川
が
流
れ
て
お
り
、
傘
杉
に
舟

が
つ
な
が
れ
、
そ
ば
に
あ
っ
た
茶
屋
は
夕

涼
み
の
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、傘
杉
の
下
に
は
清
水
が
湧
き
、

水
温
は
と
て
も
冷
た
く
、
昔
は
野
菜
や
果

物
を
冷
や
し
て
い
た
と
か
。
傘
杉
の
周
り

は
今
も
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
、
地
域
の
人

に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
幾
年
月
の
風

雪
に
耐
え
て
立
つ
傘
杉
。い
つ
の
時
代
も
、

静
か
に
地
域
を
見
守
り
続
け
ま
す
。

▲現在の傘杉。傘杉の下には、今も清水が湧いています

◆最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。【問合せ】お近くの図書館または図書館課☎２２-2300◆

１０日（土）十文字　１１日（日）横手・増田
１７日（土）平鹿　１８日（日）雄物川・大森

図書館では地域の資料収集を行っています

中高生のスポーツハローワーク
スポーツを仕事にしたい君へ
中高生のスポーツハローワーク編集部 編・著

／学研プラス

図書館・図書室の休館日は２ページでご確認ください。
図書館ＨＰはこちら→

子ども向け
おススメ本

　１３世紀に誕生したメガネは視力
矯正という実用品からファッショ
ンアイテムへと変化してきまし
た。本書ではメガネの歴史を多彩
な写真や図版と共に紹介します。

１２月のおはなし会　１０：３０開始、３０～６０分程度

◆横手市や県内の出身・ゆかりの
　ある人物の本
◆地元で発刊された図書
◆イベントのポスターやチラシ
などの地域にまつわる資料を収集し、利用していた
だく取り組みを行っています。また、市が策定して
いる計画書や市史なども閲覧できます。
　大掃除などで横手に関する印刷物を廃棄するとき
は、お近くの図書館へ一度お問い合わせください。

ぼくらのなまえはぐりとぐら
絵本「ぐりとぐら」のすべて。

　発行から５０年以上たった今なお
愛され続ける『ぐりとぐら』シリー
ズのガイドブック。作者による制
作秘話やかわいいキャラクター、
誰もが憧れた大きなカステラ…。
改めて絵本を開きたくなる、魅力
がぎゅっと詰まった一冊です。

福音館書店母の友編集部 編／福音館書店

絵本作家
山脇百合子さんを

しのんで

ジェシカ・グラスコック 著　黒木章人 訳
／原書房

　道具の開発や大会運営、選手の
心身のケアから魅力の発信まで、
多様な携わり方をする人の経歴や
インタビューから「スポーツを仕
事にする」を知ることができます。

［フォトグラフィー］
メガネの歴史

大人向け
おススメ本
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１０
月
２１
日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ

た
『
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
in

よ
こ
て
』
で
は
、
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
が
参
加
し
、
盛
会
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２２
日
は
東
京
農
業
大
学
名
誉

教
授
の
小
泉
武
夫
先
生
か
ら
『
緊

急
報
告
！　

こ
う
じ
菌
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
経
緯
』

と
題
し
基
調
講
演
が
あ
り
、
日
本

の
こ
う
じ
菌
は
東
南
ア
ジ
ア
の
も

の
と
異
な
り
、
黄
こ
う
じ
菌
と
黒

こ
う
じ
菌
と
い
う
日
本
独
特
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
以
前
『
日
本
酒
』
を
世
界
遺

産
に
登
録
し
た
い
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
日
本

酒
を
含
め
た
『
和
食
』
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
た
め
、
今
度
は

視
点
を
変
え
、
日
本
特
有
の
こ
う

じ
菌
を
使
っ
た
『
伝
統
的
酒
造
り
』

が
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
案
さ
れ
た
と
い
う

内
容
で
し
た
。
２
０
２
４
年
の
登

録
を
期
待
し
ま
す
。

　

横
手
は
古
く
か
ら
の
米
ど
こ
ろ

で
、
か
つ
て
は
百
軒
以
上
の
こ
う

じ
屋
と
多
く
の
造
り
酒
屋
が
あ

り
、
こ
れ
は
全
国
的
に
珍
し
い
そ

う
で
す
。
日
本
酒
、
甘
酒
、
み
そ
、

納
豆
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
な
ど
多
様

な
発
酵
食
品
が
あ
る
こ
と
は
横
手

の
魅
力
の
一
つ
で
す
の
で
、
引
き

続
き
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
』
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。『
横
手
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
』『
よ
こ
て
市
民

応
援
商
品
券
』
を
お
持
ち
の
方
は

年
内
の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
来
年
１
月
か
ら
、
市
内
中
小

企
業
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
す
る
と
、
最
大
２０
％
の

ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
事
業
が

始
ま
り
ま
す
。
市
内
の
経
済
活
性

化
の
た
め
に
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
こ
う
じ

　
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
類
に

こ
う
じ
菌
を
繁
殖
さ
せ
た
も
の

歴 史 好 き 市 長 の つ ぶ や き

歴史好き市長のつぶやき　〈第83回〉　　　　　横手市長　　髙　橋　　大

▲サミットでは小泉先生と檀ふみさん、
阿川佐和子さんとの対談もありました

　

今
年
10
月
に
行
わ
れ
た
と
ち
ぎ

国
体
に
お
け
る
『
陸
上
競
技
少
年

男
子
Ｂ
円
盤
投
げ
』
で
、
見
事
２

位
に
輝
い
た
大お

お
し
だ

信
田
凌り

く生
さ
ん

に
、
円
盤
投
げ
の
魅
力
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

　

国
体
に
は
中
学
生
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
く
参
加
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
ど
の
大
会
よ
り
も
独
特

な
雰
囲
気
で
、
す
ご
く
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
入
賞
を

目
指
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ

か
２
位
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
も

お
ら
ず
、
う
れ
し
い
と
同
時
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
記
録
４３
㍍
９０
は
自
己

ベ
ス
ト
で
す
。
７
月
の
県
予
選
で

は
３４
㍍
３６
で
し
た
が
、
そ
の
後
の

練
習
で
は
一
本
一
本
の
投
げ
に
集

中
し
、
良
い
点
と
悪
い
点
を
き
ち

ん
と
分
析
し
て
修
正
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
国
体
前

に
は
４３
㍍
に
届
く
ま
で
に
な
り
、

自
信
を
も
っ
て
大
会
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。投
て
き
種
目（
ハ

ン
マ
ー
投
げ
・
円
盤
投
げ
・
砲
丸

投
げ
・
や
り
投
げ
）は
筋
力
と
ス

ピ
ー
ド
、
そ
し
て
瞬
発
力
が
重
要

な
競
技
で
す
。
全
て
の
力
を
ベ
ス

ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
円
盤
に
伝
え

た
時
は
最
高
に
気
持
ち
が
良
く
、

実
際
に
飛
距
離
が

伸
び
ま
す
。
そ
の

瞬
間
の
た
め
に
練

習
で
ハ
ー
ド
な
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
し

て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
ね
。

　

私
が
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
は
、

わ
が
横
手
清
陵
学
院
高
校
陸
上
部

監
督
の
高
橋
先
生
で
す
。
先
生
は

日
本
選
手
権
の
『
７
種
競
技
』
で

３
度
優
勝
し
、
日
本
記
録
を
持
っ

て
い
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
、

種
目
は
違
え
ど
も
競
技
に
臨
む
姿

勢
や
考
え
方
な
ど
学
ぶ
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
先
生
の
教
え

を
胸
に
刻
み
、
来
年
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
し
て
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

に
進
む
こ
と
が
次
の
目
標
で
す
。

　

横
手
市
は
空
気
が
お
い
し
く
、

人
は
優
し
く
て
住
み
良
い
と
こ
ろ

で
す
。
今
は
自
分
の
可
能
性
を
信

じ
、
競
技
者
と
し
て
で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
全
力
で
挑
戦
し
ま
す
。
そ

し
て
将
来
的
に
は
横
手
市
に
戻

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
の
た

め
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横手清陵学院高校　編

大信田 凌生さん（陸上部）

▲憧れの選手は、けがを乗り越え男子１００
㍍日本記録を樹立した山縣亮太選手です

市内の高校生たちを応援‼

むつみ幼保連携型認定こども園
（横手）年長組

むつみ幼保連携型認定こども園
（横手）年長組

むつみ幼保連携型認定こども園
（横手）年長組

認定こども園こひつじ
（十文字）ゆり組

認定こども園こひつじ
（十文字）ゆり組
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●材料（作りやすい分量）
クルミむき身………………１４０～１５０㌘
棒寒天………………………４本
水……………………………１０００～１１００㍉㍑
砂糖…………………………４００㌘
塩……………………………少々

●作り方
①クルミをすり鉢またはフードプロセッサーで細かくす
る（大きさはお好みで）。

②棒寒天を小さく切り、水（分量外）に浸して洗う。
③洗った寒天と水を鍋に入れ、かき混ぜながら煮立てる。
④寒天が溶けたら、砂糖、塩、①を入れる。
⑤少しふつふつさせてから寒天流しに流す。
⑥粗熱がとれたら冷蔵庫で３０分程度冷やす。

くるみ寒天
　横手市に古くから広まった食文化である寒天。最
近ではさまざまな具材が使用されますが、昔から食
されている『くるみ寒天』は、おもてなしにも農作
業の合間のお茶請けにもぴったりの一品です。

横手の伝統食編

●調理のポイント
　クルミは殻をむいてから時間がたつと酸化して味が落ちてしまうため、
調理の直前に殻をむくようにしましょう。むきたてのクルミをたくさん使
うことでおいしさが増します。また、材料の分量は
参考ですので、お好みで調整してください。寒天を
溶かすときは一度に水を入れずに、様子を見ながら
少しずつ足すようにするといいですよ。

（レシピ紹介　福地　郁子さん）

　
北
秋
田
市
出
身
で
、
キ
ャ
ン
プ

や
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
と
い
う
ア
ウ

ト
ド
ア
派
の
長
谷
川
和
樹
さ
ん
。

横
手
市
に
移
住
し
、
令
和
３
年
９

月
に
横
手
地
域
で
居
酒
屋
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

―
起
業
の
き
っ
か
け
は
？

　

北
海
道
で
過
ご
し
た
学
生
時
代

に
居
酒
屋
で
長
期
間
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
飲
食

業
関
連
の
仕
事
を
し
た
い
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は

地
元
に
戻
り
会
社
員
に
な
り
ま
し

た
が
、
横
手
市
へ
の
転
居
を
機
に

自
分
の
気
持
ち
に
素
直
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
幸
い
妻
も

家
族
も
み
ん
な
後
押
し
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

―
店
の
名
前
の
由
来
は
？

　

私
の
誕
生
日
が
10
月
５
日
な
の

で
、
そ
の
ま
ま
『
一
〇
五
』
と
命

名
し
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
を
前
面

に
打
ち
出
し
て
い
る
居
酒
屋
は
珍

し
い
と
思
い
ま
す
。
飲
ん
だ
後
の

締
め
と
し
て
お
に
ぎ
り
を
食
べ
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
さ
ん
は
意
外

と
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン

で
の
締
め
も
い
い
で
す
が
、
た
ま

に
は
お
に
ぎ
り
で
飲
み
会
の
最
後

を
締
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

―
お
店
の
特
徴
は
？

　
『
和
』
を
基
調
と
し
た
店
舗
で

す
。
店
内
の
雰
囲
気
も
そ
う
で
す

が
、
使
用
す
る
器
な
ど
も
和
風
の

テ
イ
ス
ト
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
お
い
し
い
秋
田
の
日

本
酒
を
取
り
そ
ろ
え
、
横
手
市
近

郊
の
食
材
を
使
っ
た
手
作
り
の
料

理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

季
節
に
よ
っ
て
旬
な
も
の
を
積
極

的
に
提
供
し
て
お
り
、
今
の
時
期

は『
芋
の
子
汁
』や『
土
瓶
蒸
し
』、

『
松
茸
酒
』
や
『
ひ
れ
酒
』
な
ど

体
が
温
ま
る
も
の
を
お
出
し
し
て

い
ま
す
。
玉
子
焼
き（
ネ
ギ
チ
ー

ズ
・
の
り
チ
ー
ズ
）が
人
気
で
、

家
族
連
れ
で
も
満
足
い
た
だ
け
る

品
ぞ
ろ
え
で
す
。

―
今
後
の
目
標
は
？

　

横
手
の
人
は
他よ

そ所
か
ら
来
る
人

を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
気
が

し
ま
す
。
こ
こ
に
来
て
、
横
手
人

の
優
し
さ
、
温
か
さ
に
い
つ
も
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
恩
返
し
の
意

味
で
も
、
皆
さ
ん
に
お
い
し
い
料

理
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

―
こ
れ
か
ら
起
業
を
目
指
す
方
へ

　

起
業
す
る
ま
で
は
い
ろ
い
ろ
大

変
な
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
始
め

て
し
ま
え
ば
何
と
か
な
り
ま
す
。

本
当
に
好
き
な
こ
と
な
ら
、
困
難

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
は
ず
。
私
で

よ
け
れ
ば
、
微
力
な
が
ら
ア
ド
バ

イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

▲私の地元、北秋田市も良い所です。特に『樹
氷』は幻想的で一見の価値があります

▲写真はサキホコレを使ったおにぎりと季節のみそ
汁、そして人気のネギチーズ玉子焼きです

▲日本酒に合ったメニューをそろえています。和風
の店内でゆっくりくつろいでください

かまくら館

横手市役所
本庁舎

酒とおにぎり
一〇五

酒とおにぎり　一〇五（イチマルゴ）
●所在地　横手市田中町２-２
●電話　０７０―８５８４―１０５２
●営業時間　午後５時～１０時

（ラストオーダー午後９時３０分）
●定休日　木曜日

起
業
に
関
す
る
ご
相
談
は
…

商
工
労
働
課
☎
３２
―
２
１
１
５

酒とおにぎり　一
イ チ マ ル ゴ

〇五　横手市地域おこし協力隊に着任して１年がたちま
した。皆さんからお力添えを頂き、本当に濃い１年
を過ごすことができました。
　横手は近くに里山が広がっていて「行きたい！」
と思えばすぐに行くことができます。この自然は魅
力的な地域資源だと感じています。この魅力をもっ
と多くの人に知ってもらおうと、１１月にはアウトド
アをテーマにした複合イベント『里山フェス』を初
開催しました。地元の方たちにも自然と触れ合いな
がら遊ぶ楽しさを知ってもらい、自然や環境につい
て改めて考えるきっかけになるようにキャンプ飯
クッキング講座などを企画しました。体験を通して、
学びや癒やしを提供できるよう、今後も横手の自然

を活かした観光振興に取り組んでいきたいです。
　２年目は地域とのつながりをますます深めて、そ
の関係性を大切にしながら次の活動につなげていき
たいです。また、たくさんの方とお会いして、もっ
と横手のことを学びたいと思っています。これから
もどうぞよろしくお願いします。

地域おこし協力隊通信

協力隊２年目を迎えて

横手市地域おこし協力隊　田谷　慶
（一般社団法人横手市観光推進機構所属）（一般社団法人横手市観光推進機構所属）

▲動画撮影で訪れた登山道の様子 ▲新たなアウトドア事業の創出を
目標に活動していきたいです

横手市観光推進機構 
Ｆａｃｅｂｏｏｋ▶

よこてぼんちーず
ＹｏｕＴｕｂｅ▶
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〈
１0
月
１６
日
～
11
月
１５
日
到
着
分
〉

●
先
日
、
孫
と
図
書
館
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
し
に
、
１
日
で
６
つ
の

図
書
館
を
回
り
ま
し
た
。
ど
の
図

書
館
も
す
ば
ら
し
く
、
孫
も
私
も

「
行
っ
て
良
か
っ
た
ね
～
」
と
満

足
、
満
喫
し
て
充
実
し
た
日
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
幸
せ
～
♡

（
ア
ッ
キ
ー
ば
ぁ
ば
さ
ん
・
平
鹿
）

●
市
報
の
発
行
が
月
１
回
に
な

り
、
一
冊
で
１
カ
月
分
の
情
報
が

見
ら
れ
て
分
か
り
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
私
も
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
息
子
も
、
情
報
源
と
し
て
欠

か
さ
ず
見
て
い
ま
す
。
特
集
記
事

も
興
味
深
い
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
様
子
を
写

真
入
り
で
も
っ
と
取
り
上
げ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
ふ
く
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
横
手
）

●
私
は
県
北
在
住
で
す
が
、
月
に

２
～
３
回
は
帰
省
し
て
い
ま
す
。

横
手
に
帰
っ
て
来
る
と
街
に
活
気

を
感
じ
ま
す
。
市
役
所
主
導
で
は

な
く
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
気
が
し

ま
す
。
来
年
は
『
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
』
か
『
か
ま
く
ら
ラ
イ

ド
』
に
参
加
し
て
、
楽
し
ん
で
い

る
人
た
ち
の
輪
に
入
れ
て
も
ら
お

う
と
思
い
ま
す
。

（
カ
ズ
さ
ん
・
鹿
角
市
）

●
市
報
11
月
号
の
特
集
『
雪
と
と

も
に
暮
ら
す
』
の
記
事
を
読
ん

で
、
今
一
度
、
雪
と
の
共
存
を
避

け
て
は
通
れ
な
い
、
横
手
で
の
冬

の
生
活
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
冬
も
、
安
全

な
除
雪
で
乗
り
越
え
た
い
と
思
い

ま
す
。（

白
雪
の
姫
さ
ん
・
十
文
字
）

●
市
報
１１
月
号
の『
健
康
へ
の
道
』

と
『
医
師
会
だ
よ
り
』
は
、
と
て

も
参
考
に
な
る
内
容
で
し
た
。
今

年
の
健
康
診
断
で
は
、
中
性
脂
肪

の
値
が
い
き
な
り
高
い
数
値
に
な

り
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
「
目
薬
の
点
眼
後
は
指

で
そ
っ
と
押
さ
え
５
分
待
つ
」
と

い
う
や
り
方
が
薬
の
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
や
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
は
ち
み
つ
さ
ん
・
平
鹿
）

●
市
報
を
毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
分
自
身

が
「
住
み
心
地
が
良
い
」
と
感
じ

な
け
れ
ば
、
他
の
地
域
の
方
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
横
手
の
特
徴
は
何
と

い
っ
て
も『
四
季
折
々
の
農
産
物
』

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
住
み
良
い
こ
の
横
手
で
暮
ら
し

て
い
き
ま
す
。

（
ち
ょ
び
さ
ん
・
大
森
）

●
増
田
ま
ん
が
美
術
館
で
開
催
中

の
『
鬼
灯
の
冷
徹
』
記
念
展
、
大

好
き
な
作
品
な
の
で
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。
展
示
数
が

と
て
も
多
く
、
一
度
で
全
て
を

じ
っ
く
り
見
る
に
は
時
間
が
足
り

な
い
た
め
、
年
間
パ
ス
を
使
っ
て

何
度
も
足
を
運
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
増
田
の
町
並
み
や
内
蔵

も
と
て
も
素
敵
で
し
た
の
で
、
今

度
は
ゆ
っ
く
り
季
節
を
感
じ
な
が

ら
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
紅
茶
さ
ん
・
平
鹿
）

●
横
手
に
来
て
約
４
年
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
、
多
く

の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

（
Ｅ
・
Ａ
さ
ん
・
横
手
）

●
お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

市
へ
の
ご
意
見
や
市
報
の
感
想
な

ど
、
は
が
き
や
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

（
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
１
０
０
３
８
０
５
）

　

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
市
報
掲
載

の
際
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル
を

希
望
す
る
方
は
、氏
名
の
後
に
記
入
）

〒
０
１
３-

８
６
０
１

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

横
手
市
役
所
秘
書
広
報
課

広
報
係
あ
て

３５-

２
２
２
１

※
紙
面
の
都
合
上
、
お
た
よ
り
の
内

容
を
編
集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

記
載
内
容
の
確
認
、
賞
品
発
送
の
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　美容と健康に良いとされる昆布。粘りの強さ
が特徴の『きざみ昆布』と『粉末とろろ昆布』
に加え、今年から製造を開始した新商品『真昆
布おぼろ』の３点セットです。受け継がれてき
た伝統技術により作られる昆布は風味がよく、
良質な成分を損なわないよう無添加で仕上げら
れた逸品です。お便りをお寄せいただいた方の
中から抽選で３名様にプレゼントします。
○提供　佐藤こんぶ店　☎４５-3216
○しめきり　１２月２５日（当日消印有効）

佐藤こんぶ店
増田のこんぶ３点セット

読者同士の交流や情報交換に、
いろいろな声をお寄せください。

よこて
２０２２.12

※賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。

※新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・変更になる場合がありますのでご了承ください。
日日時　場場所　料料金　内内容　持持ち物　定定員　申申し込み　問問い合わせ

　展示会
■第１２回増田山岳会写真展
『山に魅せられて』
日１２月６日（火）～１１日（日）、午前９
時～午後５時※最終日は午後４時まで
場増田庁舎１階
料無料
問山中さん☎０９０-２３６９-１１３４

■国際ソロプチミスト横手
第３回『ぼくとわたしのゆめ』絵画展
～大人になったらなりたいもの～
日１２月１３日（火）～１月１２日（木）、午
前９時３０分～午後５時※最終日は午
後２時まで
場秋田ふるさと村
料無料
内市内２１園の年長児による作品展示
問阿部さん☎０９０-４８８１-５５０２

　イベント
■大森町郷土研究会講演会
『大森地域の鹿島祭りについて』
日１２月１０日（土）午後１時３０分～３時
３０分　場大森図書館　料無料
定３０人※当日受付
内講師：小松和彦氏
問佐藤さん☎２６-６３５６

■クリスマスイブ礼拝のご案内
日１２月２４日（土）午後６時３０分～
場横手教会礼拝堂　料無料
定５０人※入場制限あり
内ピアニスト伊藤伸さんによるピア
ノ演奏など
申メール（yokote.kyoukai@theia.
ocn.ne.jp）で申し込み
問戸井田さん☎３２-１９９８

■日本将棋連盟横手支部
『月例将棋大会』
日１２月2５日（日）午前10時～
場横手市女性センター
料一般1,100円、高校生以下800円
（昼食・５位まで賞品・参加賞付）
問小原さん☎33-3584

■ヒューマニティコミュニケーション
『自然を愛する皆さんの集い』
日１２月2５日（日）午後１時～
場煉瓦屋（寿町）
料1,000円（ケーキ・紅茶付）
内『歌の好きな人集まれ』、『ハモレ
ルライブ』ピアノ・オカリナ・ハー
モニカなどコラボしてみんなで音楽
を楽しもう！※要申込
申問小松さん☎090-2996-9804

■第21７回南の館月例市民将棋大会
日１月８日（日）午前10時～
場十文字コミュニティセンター
料一般1,３00円、高校生以下９00円
（昼食・賞品・参加賞付）
定32人
問佐藤さん☎090-3365-2720

　コンサート
■オカリナコンサート
～多彩な選曲でお届けします～
日１２月１１日（日）午後１時30分～
場Ｙ２ぷらざ１階　料無料
問日高見さん☎０９０-４９１８-４６７４

　サークル・教室
■『法輪功』気功教室
日１２月４日・１１日・１８日・２５日（日）、
午後１時～３時
場醍醐公民館
料無料
問柿崎さん☎090-4888-1632
※初めての方は事前にご連絡ください

■大雄太極拳同好会
～体験、見学してみませんか～
日１２月７日・１４日・２１日（水）、午後
７時～８時３０分※午後６時５０分集合
場大雄交流研修館
料無料※３回まで
内足腰が不安な方は椅子に座りなが
らの体験も可能、対象は市内在住者
持内ばき、動きやすい服装、飲み
物、マスク
申問三浦さん☎０９０-３３６９-３８１７

　相談会・お話会
■コーヒーサロン『和

な な

生』
【南部男女共同参画センター会場】
日１２月６日・２０日（火）午前１０時～正
午・午後１時～３時
【大森コミュニティセンター会場】
日１２月１３日（火）午後１時～３時
〈共通事項〉
料 無料
問小池田さん☎０90-2361-4687
メールnananokai4880@gmail.com

■いのちの総合相談会（予約制）
【横手市女性センター会場】
日１２月８日（木）午前１０時～午後５時
【南部男女共同参画センター会場】
日１２月２３日（金）・２４日（土）、午前１０
時～午後５時
〈共通事項〉
料無料　申問NPO法人蜘蛛の糸
☎０18－853－9759

■一人で悩まずご参加ください
『子育てを語るお父さんの会』
日１２月１６日（金）午後６時～９時
場サンサン横手　料200円
問さとうさん☎０90-7562-8667

■不登校の子を持つ親の会
日１２月１８日（日）午後１時３０分～
場サンサン横手　料200円
問宮川さん☎33-4993

■お酒の問題でお困りの方へ
『しゃるｗｅだん酒の会ｉｎ横手』
日１２月２１日（水）午前１０時～正午
場サンサン横手　料無料
問よしださん☎０８０－６５０８－６９２２
（午前１０時～午後４時）※電話相談可

■心の健康づくり相談会（予約制）
日１２月１７日（土）午後１時～
場南部男女共同参画センター
料無料
申問（一社）日本産業カウンセラー協
会東北支部秋田県運営部
☎０８０－１６９４－０７６４

　『みでたんしぇ』は、市民の活動やイベント情報を掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、市ホーム
ページ（ＩＤ１００３７６６）をご確認の上、掲載したい号の前
月１日までに『掲載依頼書』を秘書広報課にご提出くださ
い。なお、スペースの都合により全て掲載できない場合
がありますのでご了承ください。
※１０月１日より右記二次元コードから
オンライン手続きが可能になりました
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月 火 水

28先負

横手市議会12月定例会
▶～12月14日
『鬼灯の冷徹全原画収蔵記念展
－第２期－』
▶～１月１５日、10：0０～、増田まん
が美術館
よこてイーストイルミネーション
▶～２月１６日、詳細は１１ページ

29仏滅 30大安

5仏滅 6大安 7赤口

12大安

おおもりケヤキ並木イルミネー
ション
▶～１月８日、1７：0０～２３：0０、大森
地域局前・さくら荘・赤レンガ蔵
駐車場

13赤口 14先勝

19赤口 20先勝 21友引

26先負 27仏滅 28大安

相 談
◎法律相談　※事前の予約が必要です。
電話での相談になる場合があります
２日（金）１０：００～１２：００ 場 横手卸センター
問 横手市社会福祉協議会☎３６―５３７７
１４日（水）１３：００～１５：３０ 場 市役所本庁舎
問 生活環境課☎３５―４０９９
２７日（火）１３：００～１５：３０ 場 担当弁護士の事
務所 問 生活環境課☎３５―４０９９
◎行政相談　※新型コロナウイルス感染
症の拡大状況により、中止となる場合が

あります
１２日（月）９：３０～１２：００場大森コミュニティ
センター
１３日（火）９：３０～１２：００ 場 増田庁舎
１９日（月）１０：００～１２：００ 場 雄物川庁舎
２３日（金）１３：００～１５：００ 場 Ｙ２ぷらざ
２４日（土）１３：００～１５：００ 場 山内庁舎
問 生活環境課☎３５―４０９９
◎人権相談
１４・２８日（水）９：００～１２：００、１３：００～１６：００

場 条里南庁舎 問 生活環境課☎３５―４０９９
◎４９歳までの方の無料就職相談
２０日（火）９：３０～１２：００ 場 Ｙ２ぷらざ
問 秋田県南若者サポートステーションよ
こて☎23―5101
◎生活困窮、ひきこもり、自立支援等に関
する相談　※事前の予約をお願いします
毎週月曜～金曜９：００～１７：００
場 市役所本庁舎１階相談窓口
問 自立相談支援窓口☎３２―６１０１

◎年金相談　※事前の予約が必要です
毎週火曜９：３０～１２：００、１３：００～１５：0０
場 市役所本庁舎１階年金相談所
問 大曲年金事務所☎０１８７―６３―２２９６
◎消費生活相談　※当分の間、原則電話
で相談を受け付けします
毎週月曜～金曜９：００～１７：００
場 市役所本庁舎１階相談窓口
問 消費生活センター☎３２―２９１９
◎司法書士無料相談会　※事前の予約が

必要です。先着４人
１４日（水）１３：３０～１５：３０ 場 横手商工会館
問 秋田県司法書士会☎０１８―８２４―００５５

横手市の情報はこちらからも！！

市ホームページ Facebook

LINE

横手かまくら
FM(77.4MHz）

MINEBA
アプリ

木 金 土 日

1赤口 2先勝

『湊忠士の茶陶の世界』
▶～２１日、９：0０～、南部シルバー
エリア

3友引

第３５回槻の木光のファンタジー
▶～１月９日、詳細は１１ページ
大雄イルミネーション点灯式
▶1７：0０～、ゆとりおん大雄前
（イルミネーションは２６日まで点
灯）

4先負

8先勝 9友引 10先負

横手の雪まつり in 大阪城公園
▶～１１日、10：0０～、大阪城公園
太陽の広場
十文字イルミネーション点灯イ
ベント
▶1５：３０～、十字の里（イルミネー
ションは１月９日まで点灯）

11仏滅

15友引 16先負 17仏滅

気まぐれ弾き語りコンサート
▶詳細は１１ページ

18大安

よこてイーストクリスマスコン
サート
▶詳細は１１ページ

22先負 23赤口 24先勝 25友引

アンサンブルリベラ・チャリ
ティーコンサート２０２２
▶詳細は１１ページ

29赤口 30先勝 31友引 1先負　元日

善

献

意

血

◎横手市サンハイムへ
㈱サンベンディング横手
齋藤幹夫さん
◎森の家へ
大森小学校４年生
◎ひらか荘へ
NPO法人地域資源保全委員会
樽見内保育所園児

◎防災ラジオ試験放送日
　毎月第２水曜、１１：４５ころか
ら防災ラジオの試験放送を行
います。
問合せ／危機対策課☎３５―２１９５

場 場所　 問 問合せ

原則、全血４００㍉㍑の受付

日 受付時間 場所

６日
（火）

１０：００
　～１１：３０ 平鹿地域振興局

庁舎１３：００
　～１６：００

７日
（水）

１０：００
　～１１：１５ ㈱アスター

１１日
（日）

１０：００
　～１１：３０ イオンスーパーセンター

横手南店１３：００
　～１６：００

２０日
（火）

１3：00
　～１4：00 横手保健センター

１５：００
　～１６：００ 奥山ボーリング㈱

１２ 月

イ
カ

ベ
レ

ト
ダ

ン
ン ー

ごみ分別アプリ

応援ありがとうございます！！
　『ふるさと納税』
寄附金の受領状況
　１，１３９件／１６，５３６，０００円
令和４年度累計
　８，１７３件／１１１，６３６，４７６円
問合せ／地域づくり支援課☎３５―２２６６

１０月分

掲載している情報は、１１月１８日現在のものです。情勢により変更になる場合があります。

◎１月４日は市税等の納期限です
市県民税４期　介護保険料６期
国民健康保険税６期
後期高齢者医療保険料６期
問合せ／収納課☎３２―２５１８

◎市税等の納期限です
固定資産税４期
国民健康保険税５期
介護保険料５期
後期高齢者医療保険料５期
問合せ／収納課☎３２―２５１８

◎KAMAKURA×TOKYO TOWER ２０２２
　冬の秋田を代表する行事『横手のかまくら』が、東京タワーに
登場します。首都圏にお住まいの家族やお知り合いへぜひお知ら
せください。
日時／１２月２９日（木）・３０日（金）１１：００～１８：００※３０日は1０：0０～
場所／東京タワー正面玄関前
内容／かまくら撮影会、甘酒振る舞い、物産・横手やきそば販売
問合せ／観光おもてなし課☎３２―２１１８
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